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研究調査部Ⅱ 本年度の実践 
１ 本年度の重点について 

 研究調査部Ⅱでは，単位時間の終末及び単元末にお

ける学習活動を中心とした授業改善，統合的・発展的

に考える児童を育てるための単元構成の工夫や教材

開発に取り組んできた。その中で，発展的な問題に取

り組み，「みんなと考えを出せたから楽しかった」や

「いろいろな計算の仕方があって楽しかった」，「難し

かったから楽しかった」などの感想をもった児童の姿

や，児童が考え方を相手に伝えるために，図を使う姿

があった。また，教科書通りに進めるのではなく，意

図的に単元を構成したり，教材を開発して仕組んだり

することで，児童のさらに考えを深めていく姿を多く

見取ることができた。 

 しかし，評価の観点が課題として残った。それは，

教材に対して，児童はその単元の知識・技能や思考力・

判断力・表現力等だけではなく，これまでに学んだ

様々なものを発揮するからである。教師は何をねらい，

児童のどんな姿を評価していくのかに曖昧さが残っ

てしまった。 

そこで，本年度は実践の目的を単元の学習内容の習

得や活用だけではなく，「算数・数学における問題発

見・解決における資質・能力の育成」を主とした。「算

数・数学における問題発見・解決における資質・能力」

とは，表１にあるように，算数科教育の中で常に育む

べき資質・能力である。 

（表１：算数・数学における問題発見・解決における資質・能力） 

問題発見・解決能力は，言語能力や情報活用能力と

同様に「学習の基盤」となる資質・能力である。算数

科教育おいても，その学習活動の中でそれらを育んで

いくことが重要なことである。そこで本年度は表１の

ように，問題発見・解決能力を算数の学習のプロセス

に合わせて整理したものを参考に，どの資質・能力の

育成を重点的に図るのかを明確にするようにした。そ

うすることで評価の観点が明確になり，児童のどんな

姿を見取ればよいのかがはっきりする。 

 よって本年度の重点を以下のようにした。 

問題発見・解決の過程における育成すべき資質・能力

を決め出し，それを育成するための教材開発，授業改

善を行う 

 

２ 本年度の実践 

実践① 

第４学年「変わり方」 

 本単元で大切にしたいことは，「日常の事象におけ

る数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある二

つの数量の関係と別の２つの数量の関係との比べ方

を考察すること」であると捉える。場面にあるともな

って変わる二つの数量を見出し，関係を表や式，グラ

フを用い，変化や対応の特徴を考察することはこれか

らの日常生活や学習においても大切なことであると

考える。そこで単元の出口で児童がこれまで身に付け

てきた問題場面のともなって変わる二つの数量につ

いて，図や表を用いて考えることを通して，表に表す

よさや，きまりを見つけるよさが実感できる発展的な

学習に取り組むことで，上記の本単元の目標に迫り，

さらに表１のＡ，Ｃの資質・能力の育成につながると

考え，実践を行った。 

 実践では以下のような問題を扱った。 

１辺が１㎝の正方形をならべて，まわりの長さを
調べます。次のような形を作っていくと，10 だん
のとき，まわりの長さは何㎝でしょう。 
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Ｅ 数学的な表現を用いて，人々と交流し合うことについて
○数学的な表現を用いた説明を理解したり評価したりする力
○目的に応じて，自分の考えなどを数学的な表現を用いて説明する力

Ｄ２ 解決過程を振り返るなどして概念を形成したり，
体系化したりすることについて
○数学的な見方や考え方のよさを見いだす
力
○得られた結果を基に批判的に検討し，体
系的に組み立てていく力
○見いだした事柄を既習の知識と結びつけ，
概念を広げたり深めたりする力
○統合的・発展的に考える力

Ａ１ 日常生活や社会の問題を数理的に捉
えることについて
○事象の数量等に着目して数学的な
問題を見いだす力
○事象の特徴を捉えて数学的な表現
を用いて表現する力（事象を数学化す
る力）

表
現

思
考
・
判
断

日常生活や社会の事象を数理的に捉え，
数学的に処理し，問題を解決することができる。
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数学の事象について統合的･発展的に考え，
問題を解決することができる。

日常生活や
社会の事象

数学的に表現した問題

焦点化された問題

結果

Ｃ 焦点化された問題を解決することについて
○目的に応じて数・式，図，表，グラフなどを活
用し，一定の手順にしたがって数学的に処理
する力
○数学的な見方や考え方を基に，的確かつ能
率的に処理する力
○論理的に推論する力（帰納，類推，演繹）

Ｂ 数学を活用した問題解決に向けて，構想・見通し
を立てることについて
○数学的な問題の本質を見いだす力（洞察
力）
○数学的な問題を解決するための見通しを立
てる力（構想力）

Ａ２ 数学の事象における問題を数学的に捉えるこ
とについて
○数学の事象から問題を見いだす力
○事象の特徴を捉え，数学化する力
○得られた結果を基に拡張・一般化する力

Ｄ１ 解決過程を振り返り，得られた結果を
意味づけたり，活用したりすることについて
○得られた結果を元の事象に戻してそ
の意味を考える力
○様々な事象に活用する力

人
間
性

F 学習に向かう力，態度について
○過程や結果を吟味し，評価・改善する態度
○多面的に考え，粘り強く問題の発見や解決に取り組む態度

数学の事象

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的、協働的に解決することができる。
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教科書の問題を参考にしたが本文とは異なった問

題文を用い，パワーポイントを使って段の数が増えて

いくことが分かるように提示し，まわりの長さとはど

このことなのかを明らかにしたことで，問題場面を把

握することができた。10 段の図をかいている児童や，

10 段まで表をかいている児童に「50 段だったらどう

する？」と問い，この考え方では答えを求めることが

大変になるという思いがもてるようにしたことで，式

に表すよさへの実感につながった。 

 

 

 

 

この姿からＡ事象の特徴を捉え，数学化する力やＣ

目的に応じて数・式，図，表，グラフなどを活用し，

一定の手順にしたがって数学的に処理する力を育成

することができたと考える。 

実践② 

第６学年「比例・反比例」 

 本単元で大切にしたいことは，「事象の中から関数

関係にある２つの数量を取り出し，一方を連続的に変

化させて，２つの数量間にある変化や対応の特徴を見

出し，２つの数量間の関係を明らかにしていくこと」

であると捉える。本時は，比例の利用の学習であり，

比例の決まりを使えば，測らなくても長さを計算で求

めることができることを通して，日常の問題の解決に

比例の関係を活用することができるよさを味わわせ

たい。 

本実践では，教科書にある「箸の本数」と「箸の重

さ」の２量を利用した素材を「ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰの長さ」と

「ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰの重さ」を２量とする素材に変更する

ことで，実測が面倒であることを実感しやすく，連続

量である素材を扱い，より比例を利用する良さを実感

させたいと考えた。また授業終末には，求めた数量が

本当に確かか，実測する活動も仕組んだ。そうするこ

とで比例の学習が役に立った！便利だな。」という実

感が伴い，表１のＡ，Ｄの資質・能力の育成につなが

ると考えた。 

 実践では以下のような問題を扱った。 

１個 93.6ｇのトイレットペーパーがあります。太郎さ

んがトイレットペーパーをちぎって使おうとすると，

トイレットペーパー２ｍの重さは，10.4ｇでした。こ

のトイレットペーパーは，全部で何ｍでしょう。（※芯

はないものと考えます。） 

 

 

 

 

 

学習を終えた児童の振り返りには，「実際に測らな

くても，きまりを使えば長さが求められることを計算

して測ってみて，実感することができました。きまり

を使って計算をすると簡単に求めることができまし

た。」という記述があり，Ａ事象の特徴を捉えて数学的

な表現を用いて表現する力，Ｄ様々な事象に活用する

力を育成することができたと考える。 

 

３ 考察 

実践を通して，児童からは「楽しかった」という声

が多く聞こえた。また，予想していた通り，ある単元

の終末に行っていても，児童はその問題に対して様々

な見方や考え方，表現を用いていた。「楽しそう」「や

ってみたい」と直感する教材は児童の見方や考え方を

一層高めるものだと改めて感じた。普通の授業，いわ

ゆる教科書にある１つ１つを積み重ねていく学びも

大切だが，日常の中にある場面や発展的な問題場面を

提示し，その問題発見・解決のために児童が試行錯誤

するような学びもこれからさらに必要になってくる

と考える。そして問題発見・解決できる児童はどんな

資質・能力を発揮しているのかを捉えていくことが，

教科の目標に迫ることにつながっていくと考える。算

数という系統性が明確な教科であるからこそ，問題発

見・解決能力を意識して取り組んでいけるようにして

いきたいと考える。そのために，今後も単元構成の工

夫や教材開発が必要だと感じている。今年度の実践を

まとめ，小算研ホームページに掲載して広めていく。 


